
　

東
洋
大
学
食
環
境
科
学
部
（
＊
２
）

は
、
食
と
健
康
に
か
か
わ
る
分
野
に
お
い

て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

２
０
１
３
年
に
改
組
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
中
の
食
環
境
科
学
科
フ
ー
ド
サ

イ
エ
ン
ス
専
攻
で
は
、
安
全
な
食
品
を
提

供
す
る
た
め
の
食
品
成
分
分
析
や
品
質
管

理
の
技
術
、
食
品
の
生
産
や
加
工
及
び
流

通
な
ど
に
関
す
る
高
度
な
知
識
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
い
る
。
同
学
部
で
は
、
食
品
衛
生
監

視
員
の
資
格
も
取
得
で
き
る
。

　

１
年
次
は
、
基
礎
的
な
実
験
技
術
と

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
。「
化
学
実
験
」「
物
理
実
験
」
は
、

＊ 1　微生物や生物組織の培養で、人工的に生育環境を提供するもの。
＊ 2「食環境科学」とは、「食と環境」についての正しい知識と分析力を身につける学問。食環境科学部は、食環境科学科（フードサイエンス専攻、スポーツ・食品機能専攻）
と健康栄養学科の２学科から成る。

食環境科学部食環境科学科
フードサイエンス専攻４年
坂田芽衣
さかた・めい
栃木県立佐野高校・中学
校卒業。食品企業への就
職を目指し、同専攻に入学。

食環境科学部食環境科学科
フードサイエンス専攻４年
大田紫生
おおた・しお
東京都・私立共立女子中学
高校卒業。食品衛生監視
員を目指し、同専攻に入学。

研究に関連した論文の要約の発表を通じて、
プレゼンテーション能力も鍛えられます
研究室では、自分の研究テーマの中間報告と関連する論文の要約を発
表します。深い知識が身につきますし、質疑応答では、先生や仲間か
らの質問を通じて、新たな気づきが得られます。（大田さん）

食
の
安
全
・
安
心
や
食
品
生
産
等
に

関
す
る
高
度
な
知
識
・
技
能
を
習
得

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

国内でも研究例の少ない
食中毒を引き起こす菌について、研究中です
卒業研究では、まだ実態が十分に解明されていないリステリア菌をテー
マにしました。実験には専用の培地（＊１）が必要なため、手早く作
れるよう、手順を頭にたたきこんでいます。（大田さん）

様々な実験を通して
研究したい分野が見えてきました
漠然と食に関する仕事に興味があり、フードサイエ
ンスを専攻しました。「フードサイエンス実験」で、
ヨーグルトや肉に潜む様々な細菌の分析手法を学び、
食品の安全性に関する食品分析などの検査や品質管
理に興味を持つようになりました。（坂田さん）

低学年次から多くの実験を経験させ、
食の安全に携わる人材を育成

東洋大学 食環境科学部 食環境科学科 フードサイエンス専攻
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２
年
次
以
降
の
専
門
的
な
実
験
に
備
え
、

基
本
的
な
技
能
を
身
に
つ
け
る
科
目
だ
。

　

同
専
攻
４
年
生
の
大
田
紫し

生お

さ
ん
は
、

１
・２
年
次
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
１
年
次
に
溶
液
を
量
り
取
る
ピ
ペ
ッ

ト
な
ど
の
実
験
器
具
の
取
り
扱
い
の
技
術

を
身
に
つ
け
て
お
い
た
の
で
、
食
品
や
薬

剤
を
早
く
正
確
に
計
量
で
き
、
２
年
次
の

実
験
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
」

　

ま
た
、
１
年
次
に
大
学
近
隣
の
食
品
工

場
を
見
学
。
食
品
の
製
造
工
程
や
品
質
管

理
・
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　　

２
年
次
後
期
か
ら
は
、
専
門
的
な
技
能

を
身
に
つ
け
る
実
験
科
目
「
フ
ー
ド
サ
イ

エ
ン
ス
実
験
Ⅰ
」
を
履
修
す
る
。
タ
ン
パ

ク
質
、
炭
水
化
物
、
脂
質
な
ど
の
食
品
成

分
の
分
析
手
法
を
学
ぶ
。
４
年
生
の
坂
田

芽
衣
さ
ん
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
食
品
内
に
ど
ん
な
細
菌
が
潜
ん
で
い

る
の
か
を
分
析
す
る
た
め
、
あ
る
溶
液
で

細
菌
を
染
め
分
け
る
手
法
を
学
び
ま
し

た
。
染
め
ら
れ
た
色
に
よ
っ
て
細
菌
を
大

別
し
、
顕
微
鏡
で
形
状
を
観
察
す
る
と
、

ど
ん
な
菌
か
を
推
察
で
き
、
と
て
も
興
味

深
か
っ
た
で
す
」

　
「
微
生
物
の
増
加
を
調
べ
る
検
査
が
印

象
的
で
し
た
。
ひ
き
肉
は
固
体
の
た
め
、

希
釈
液
で
薄
め
て
か
ら
培
地
に
混
ぜ
、
細

菌
の
有
無
を
分
析
し
ま
す
。
食
品
ご
と
に

分
析
方
法
が
異
な
る
の
で
、
な
ぜ
そ
の
手

法
を
採
用
す
る
の
か
考
え
な
が
ら
進
め
る

と
、
実
験
手
順
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
」（
大
田
さ
ん
）

　

学
生
は
、
専
門
科
目
の
実
験
や
講
義
を

履
修
し
、
学
び
た
い
分
野
を
絞
っ
て
い
く
。

坂
田
さ
ん
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
佐
藤

順
教
授
の
「
食
品
安
全
学
」
だ
と
い
う
。

　
「
衛
生
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
工
場
内
を
区

分
し
て
、
細
菌
や
異
物
の
混
入
を
防
ぐ

『
ゾ
ー
ニ
ン
グ
』
と
い
う
方
法
を
学
び
ま

し
た
。
身
近
な
食
品
が
、
そ
う
し
た
配
慮

の
積
み
重
ね
で
安
全
に
製
造
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
ほ
か
に
も
企
業
の
工
夫
を

学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
坂
田
さ
ん
）

　

３
年
次
の
夏
季
休
暇
に
は
、
希
望
制
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。

坂
田
さ
ん
は
、
２
週
間
、
食
品
メ
ー
カ
ー

の
品
質
管
理
部
門
で
、
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ

食
品
の
細
菌
検
査
を
担
当
し
た
。

　
「
驚
い
た
の
は
、
使
用
後
の
手
袋
に
１

つ
ず
つ
水
を
入
れ
、
異
物
対
策
と
し
て
、

破
れ
て
い
な
い
か
手
作
業
で
調
べ
て
い
た

こ
と
で
す
。
授
業
で
も
品
質
管
理
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
が
、
予
想
を
超
え
る
徹
底

ぶ
り
で
し
た
。
食
品
の
品
質
管
理
を
研
究

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
坂
田
さ
ん
）

　

３
年
次
後
期
か
ら
研
究
室
に
仮
配
属
さ

れ
、
４
年
次
に
本
配
属
が
決
ま
る
。
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら

だ
。
大
田
さ
ん
と
坂
田
さ
ん
は
、
と
も
に

品
質
管
理
を
専
門
と
す
る
佐
藤
教
授
の
研

究
室
に
入
り
、
包
装
容
器
メ
ー
カ
ー
と
の

共
同
研
究
に
も
研
究
室
の
仲
間
と
４
人
で

取
り
組
ん
だ
。昨
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
に
適
し
た
ガ
ス
置
換
包
装
に

つ
い
て
」
だ
。
そ
の
包
装
は
、
空
気
を
除

去
し
て
、
代
わ
り
に
不
活
性
ガ
ス
を
詰
め

る
た
め
、
食
品
の
保
存
性
を
高
め
ら
れ
る
。

　
「
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

が
お
い
し
く
見
え
る
よ
う
、
色
も
保
持
で

き
な
い
か
研
究
中
で
す
。
適
し
た
ガ
ス
の

組
成
を
見
極
め
る
た
め
、
根
気
よ
く
実
験

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
小
売
店
舗
で
は
、

肉
の
色
が
悪
く
な
り
、
消
費
期
限
前
に
廃

棄
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
多
い
た
め
、
実

用
化
し
て
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
げ
た

い
で
す
」（
大
田
さ
ん
）

　

大
田
さ
ん
は
９
月
に
学
会
で
共
同
研
究

に
つ
い
て
発
表
す
る
予
定
だ
。　

　
「
将
来
は
、
品
質
管
理
の
研
究
を
生
か
せ

る
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
」（
大
田
さ
ん
）

　

本
学
で
は
、
建
学
の
精
神
の
１
つ
と
し
て

「
独
立
自
活
」
を
掲
げ
て
お
り
、
自
分
な
り

の
哲
学
や
考
え
方
を
持
ち
、
主
体
的
に
行
動

す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
私
は
長
年

食
品
業
界
で
働
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

求
め
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
「
独
立
自
活
」

の
で
き
る
人
材
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
本
学
科
で
は
１
年
次
か
ら

実
験
科
目
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
授
業
中

も
実
学
を
意
識
し
、
現
場
の
衛
生
管
理
の
手

法
、
食
品
や
衛
生
管
理
に
関
す
る
法
制
度
と

い
っ
た
話
題
に
も
触
れ
て
お
り
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、食
品
ロ
ス
問
題
も
、

食
品
メ
ー
カ
ー
、
店
舗
、
家
庭
な
ど
、
立
場

を
変
え
て
考
え
る
こ
と
で
、
様
々
な
解
決
策

が
見
い
だ
せ
る
で
し
ょ
う
。卒
業
研
究
で
は
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
は
、
文
系
出
身
者
も
多
い
た
め
、
１

年
次
に
実
験
の
基
礎
を
復
習
さ
せ
る
な
ど
、

段
階
的
に
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
す
。
ま
た
、
ラ
ー
ニ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
学
習
に
不

安
が
あ
る
学
生
を
対
象
に
、
リ
メ
デ
ィ
ア
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

食
品
業
界
の
課
題
に

主
体
的
に
取
り
組
め
る
人
材
に

大

の

い

学

思
食
環
境
科
学
部 

食
環
境
科
学
科
教
授

佐
藤 

順

さ
と
う
・
じ
ゅ
ん

多
様
な
食
品
の

分
析
技
術
を
身
に
つ
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

企
業
と
の
共
同
研
究
も
経
験
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